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第7章 環境影響評価の結果 

大気質 

現況把握 

調査概要 

 調査内容 

大気質に係る調査内容は、表 7-1-1.1 に示すとおりである。 

表 7-1-1.1 大気質に係る調査内容 

環境要素 調査項目 調査方法 調査地点 調査頻度・時期等 

地上気象 
風向、風速、気
温、湿度、日射
量、放射収支量 

風向・風速計によ
る地上観測（地上
気象観測指針） 

対象事業実
施区域周辺 
（1 地点） 

通年 

一般環境大気質 

窒素酸化物、 
浮遊粒子状物質、 
微小粒子状物質 ※ 

大気質測定機器に
よる測定等（環境
庁告示等） 対象事業実

施区域周辺 
（1 地点） 

4 回/年（各 1 週間連
続）（春・夏・秋・冬
季に各 1 回） 

粉じん等 
（降下ばいじん） 

ダストジャーによ
る採取 

4 回/年（各 1 ヶ月）
（春・夏・秋・冬季に
各 1 回） 

沿道環境大気質 

窒素酸化物、浮遊
粒子状物質 

大気質測定機器に
よる測定等（環境
庁告示等） 

工事車両走
行ルート沿
道（3 地
点） 

4 回/年（各 1 週間連
続）（春・夏・秋・冬
季に各 1 回） 

粉じん等 
（降下ばいじん） 

ダストジャーによ
る採取 

4 回/年（各 1 ヶ月）
（春・夏・秋・冬季に
各 1 回） 

※微小粒子状物質は、参考として現地調査のみ実施した。 

 

 調査地点 

大気質に係る調査地点は図 7-1-1.1、調査地点の選定理由は表 7-1-1.2 に示すとおりである。 

表 7-1-1.2 大気質に係る調査地点の選定理由 

調査項目 地点番号 地点名 選定理由 

地上気象 
一般環境大気質 

No.1 対象事業実施区域 
対象事業実施区域における地上気象・一般環境大気質
の現況を把握するために設定 

沿道環境大気質 

No.2 南虹が丘町地内 
搬入車両走行ルート沿道における沿道環境大気質
の現況を把握するために設定 

No.3 上川町地内 
搬入車両走行ルート沿道における沿道環境大気質
の現況を把握するために設定 

No.4 山添町地内 
搬入車両走行ルート沿道における沿道環境大気質
の現況を把握するために設定 
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図 7-1-1.1 大気質に係る調査地点位置図  
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 調査時期 

大気質に係る調査時期は、表 7-1-1.3 に示すとおりである。 

表 7-1-1.3 大気質に係る調査時期 

環境要素 調査項目 調査頻度 調査時期 

地上気象 
風向、風速、気温、湿
度、日射量、放射収支量 

通年 令和 3 年 4 月 1日～令和 4 年 3 月 31 日 

一般環境大気質 

窒素酸化物、 
浮遊粒子状物質、 
微小粒子状物質 

4 回/年 

春季：令和 3 年 4 月 21 日～4 月 27 日 
夏季：令和 3 年 7 月 13 日～7 月 19 日 
秋季：令和 3 年 10 月 19 日～10 月 25 日 
冬季：令和 4 年 1 月 18 日～1 月 24 日 

粉じん等 
（降下ばいじん） 

4 回/年 

春季：令和 3 年 4 月 19 日～5 月 18 日 
夏季：令和 3 年 7 月 1日～7 月 30日 
秋季：令和 3 年 9 月 27 日～10 月 26 日 
冬季：令和 4 年 1 月 17 日～2 月 15 日 

沿道環境大気質 

窒素酸化物、 
浮遊粒子状物質 

4 回/年 

春季：令和 3 年 4 月 21 日～4 月 27 日 
夏季：令和 3 年 7 月 13 日～7 月 19 日 
秋季：令和 3 年 10 月 19 日～10 月 25 日 
冬季：令和 4 年 1 月 18 日～1 月 24 日 

粉じん等 
（降下ばいじん） 

4 回/年 

春季：令和 3 年 4 月 19 日～5 月 18 日 
夏季：令和 3 年 7 月 1日～7 月 30日 
秋季：令和 3 年 9 月 27 日～10 月 26 日 
冬季：令和 4 年 1 月 17 日～2 月 15 日 

 

 

調査結果 

 気象の状況 

地上気象の現地調査結果は、表 7-1-1.4、図 7-1-1.2 及び図 7-1-1.3 に示すとおりである。 

年間の最多出現風向は南南西、平均風速は 1.7m/s であった。また、気温の平均値は 16.1℃、湿

度の平均値は 74.8%、日射量の平均値は 0.6kW/m2、放射収支量の平均値は 0.3kW/m2であった。 

 

 

図 7-1-1.2 年間風配図  
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表 7-1-1.4 地上気象調査結果 

 
注 風向調査結果の静穏率は、風速 0.4m/s 以下の出現率を示す。 

調査高さ：地上 10m 

 

 

 

図 7-1-1.3 月別変動図 

 

 

月平均 最高 最低 平均風速 日最大 最多風向 静穏率

℃ ℃ ℃ ％ m/s m/s 16方位 ％ ｋW/m２ ｋW/m２

4月 14.5 27.0 5.7 68 2.0 7.5 S 10.1 0.8 0.4

5月 19.0 29.3 9.1 77 1.5 6.3 SSW 13.7 0.7 0.4

6月 22.6 31.8 15.2 81 1.4 5.1 S 11.1 0.7 0.5

7月 26.7 34.7 21.2 83 1.4 5.9 SSW 12.5 0.8 0.5

8月 27.1 36.6 21.9 84 1.5 9.4 SSW 12.6 0.7 0.4

9月 23.4 31.8 17.8 87 1.2 4.9 SSW 12 0.5 0.3

10月 19.1 29.2 7.2 78 1.7 7.7 SSW 7.5 0.5 0.2

11月 12.7 22.2 0.6 73 1.6 6.3 SSW 8.2 0.5 0.1

12月 7.8 18.0 -0.8 71 2.1 6.9 NW 5.6 0.4 0.1

1月 4.9 13.9 -2.7 65 2.3 6.9 NW 4.4 0.4 0.1

2月 4.8 16.1 -3.6 62 2.2 6.4 NW 5.2 0.6 0.2

3月 10.4 21.8 -1.5 69 1.9 7.3 NW 7.8 0.6 0.3

16.1 36.6 -3.6 74.8 1.7 9.4 SSW 9.2 0.6 0.3
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 大気質の状況 

窒素酸化物 

窒素酸化物の現地調査結果は、表 7-1-1.5 に示すとおりである。 

窒素酸化物の期間平均値は 0.004～0.007ppm、1 年平均値は 0.005～0.006ppm であった。また、

日平均値の最高値は 0.012ppm であった。 

 

表 7-1-1.5 窒素酸化物に係る調査結果 

単位：ppm 

区分 
地点
番号 

地点名 
期間平均値 1 年 

平均値 

日平均値
の最高値 

1 時間値
の最高値 

春季 夏季 秋季 冬季 

一般環境
大気質 

No.1 対象事業実施区域 0.004 0.004 0.005 0.005 0.005 0.008 0.021 

沿道環境
大気質 

No.2 南虹が丘町地内 0.007 0.004 0.006 0.006 0.006 0.012 0.028 

No.3 上川町地内 0.006 0.005 0.007 0.007 0.006 0.010 0.042 

No.4 山添町地内 0.006 0.007 0.006 0.006 0.006 0.010 0.024 

 

二酸化窒素 

二酸化窒素の現地調査結果は、表 7-1-1.6 に示すとおりである。 

二酸化窒素の期間平均値は 0.003～0.006ppm、1 年平均値は 0.004～0.005ppm であった。また、

日平均値の最高値は 0.008ppm であり、測定期間中に環境基準（日平均値が 0.04ppm～0.06ppm のゾ

ーン内またはそれ以下）を超える値はみられなかった。 

 

表 7-1-1.6 二酸化窒素に係る調査結果 

単位：ppm 

区分 
地点
番号 

地点名 
期間平均値 1 年 

平均値 

日平均値
の最高値 

1 時間値
の最高値 

春季 夏季 秋季 冬季 

一般環境
大気質 

No.1 対象事業実施区域 0.004 0.003 0.004 0.004 0.004 0.007 0.017 

沿道環境
大気質 

No.2 南虹が丘町地内 0.004 0.003 0.004 0.004 0.004 0.007 0.019 

No.3 上川町地内 0.006 0.004 0.005 0.005 0.005 0.008 0.023 

No.4 山添町地内 0.004 0.005 0.004 0.004 0.004 0.007 0.016 

環境基準：1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm から 0.06ppm のゾーン内またはそれ以下であること。 
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浮遊粒子状物質 

浮遊粒子状物質の現地調査結果は、表 7-1-1.7 に示すとおりである。 

浮遊粒子状物質の期間平均値は 0.007～0.015mg/m3、1 年平均値はいずれの地点も 0.010mg/m3で

あった。また、日平均値の最高値は 0.018mg/m3、1 時間値の最高値は 0.048mg/m3であり、測定期間

中に環境基準（日平均値が 0.10 ㎎/m3以下かつ１時間値が 0.20 ㎎/m3以下）を超える値はみられな

かった。 

表 7-1-1.7 浮遊粒子状物質に係る調査結果 

単位：mg/m3 

区分 
地点
番号 

地点名 
期間平均値 1 年 

平均値 

日平均値
の最高値 

1 時間値
の最高値 

春季 夏季 秋季 冬季 

一般環境
大気質 

No.1 対象事業実施区域 0.015 0.011 0.007 0.007 0.010 0.018 0.036 

沿道環境
大気質 

No.2 南虹が丘町地内 0.012 0.013 0.007 0.007 0.010 0.017 0.038 

No.3 上川町地内 0.012 0.013 0.008 0.008 0.010 0.018 0.044 

No.4 山添町地内 0.011 0.013 0.008 0.008 0.010 0.017 0.048 

環境基準：1 時間値の 1 日平均値が 0.10mg/m3以下であり、かつ 1 時間値が 0.20mg/m3以下であること。 

 

微小粒子状物質 

微小粒子状物質の現地調査結果は、表 7-1-1.8 に示すとおりである。 

微小粒子状物質の期間平均値は 4.8～7.5μg/m3、1 年平均値は 5.7μg/m3であった。また、日平

均値の最高値は 11.4μg/m3であり、測定期間中に環境基準（1 年平均値が 15μg/m3以下かつ１日平

均値が 35μg/m3以下）を超える値はみられなかった。 

表 7-1-1.8 微小粒子状物質に係る調査結果 

単位：μg/m3 

区分 
地点
番号 

地点名 
期間平均値 1 年 

平均値 

日平均値
の最高値 

1 時間値
の最高値 

春季 夏季 秋季 冬季 

一般環境
大気質 

No.1 対象事業実施区域 7.5 5.6 5.3 4.8 5.7 11.4 21.0 

環境基準：１年平均値が 15μg/m3以下であり、かつ、１日平均値が 35μg/m3以下であること。 
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粉じん等（降下ばいじん） 

降下ばいじんの現地調査結果は、表 7-1-1.9 に示すとおりである。 

降下ばいじんの期間平均値は、No.2 地点の春季以外は 0.40～2.30t/km2/月、1 年平均値は全体で

1.26～2.96t/km2/月程度であった。 

No.2 地点の春季の結果は、ダストジャーの近傍に樹木が存在するため、樹木を利用している鳥

類の糞等の影響を受けたことによるものと考えられた。夏季以降は樹木から距離をとって調査を

行った結果、同季節の他の調査地点と同程度の値となった。 

 

表 7-1-1.9 降下ばいじんに係る調査結果 

単位：t/km2/月 

区分 
地点
番号 

地点名 
期間平均値 

春季 夏季 秋季 冬季 1 年 

一般環境
大気質 

No.1 対象事業実施区域 2.07 1.38 1.17 0.40 1.26 

沿道環境
大気質 

No.2 南虹が丘町地内 6.97 2.19 1.72 0.95 2.96 

No.3 上川町地内 2.05 1.78 1.15 0.58 1.39 

No.4 山添町地内 2.30 1.30 1.07 0.72 1.35 
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予測・環境保全措置及び評価 

大気質に係る環境影響の予測概要は表 7-1-2.1 に示すとおりである。 

予測の手法は、技術指針及び他事例を参考に、事業特性及び地域特性を踏まえ広く用いられてい

る手法を選定した。 

 

表 7-1-2.1 大気質に係る予測手法 

影響要因 予測項目 予測事項 予測方法 予測地域 予測対象時期等 

工事の実施 

二酸化窒素、 

浮遊粒子状物質 

重機及び資材の運搬

車両からの排出ガス 
大気拡散式 

重機の稼働範囲

近傍及び資材の

運搬車両の走行

ルート沿道 

重機の稼働及び資

材の運搬車両によ

る影響が最大とな

る時期 

粉じん 

資材の運搬車両及び

工事箇所からの粉じ

ん（土地の造成含

む） 

経験式による方法、

または事例の引用や

工事の内容を明らか

にすることによる予

測又は解析 

運搬車両の走行

ルート沿道及び

工事箇所の近傍

に位置する集落 

資材の運搬車両及

び工事箇所からの

粉じんによる影響

が最大となる時期 

土地又は工

作物の存在

及び供用 

粉じん 埋立地からの粉じん 

経験式による方法、

または事例の引用や

工事の内容を明らか

にすることによる予

測又は解析 

埋立地の近傍に

位置する集落 

埋立地からの粉じ

んによる影響が最

大となる時期 
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重機の稼働に伴う排出ガス 

 予測内容 

重機の稼働に伴う排出ガスの影響について、長期濃度予測（年平均値）及び短期濃度予測（1時

間値）を行った。 

予測項目は、表 7-1-2.2 に示すとおりとした。また、予測手順は図 7-1-2.1 に示すとおりであ

る。 

表 7-1-2.2 重機の稼働に伴う排出ガスの予測項目 

影響要因 予測事項 予測項目 

工事の実施 重機の稼働に伴う排出ガス 
二酸化窒素（年平均値） 

浮遊粒子状物質（年平均値、1 時間値） 

 

図 7-1-2.1 重機の稼働に伴う排出ガスの予測手順 

 

 予測対象時期 

予測対象時期は、工事工程より建設工事において重機の稼働による影響が最大となる時期とし

て、表 7-1-2.3 に示す 3ケースを設定した。 

表 7-1-2.3 工種及びユニット数 

ケース 工事区域 
工種、ユニット数 

種類 数 

ケース 1 

調整池 A～C 土砂掘削 3 

搬入路 盛土工 1 

管理道路 盛土工 3 

ケース 2 
最終処分場 

切土工 3 

盛土工 3 

地盤改良工 1 

残土置場 盛土工 1 

ケース 3 

残土置場 盛土工 1 

最終処分場 法面整形 1 

調整池 A～C 法面整形 3 
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 予測地域及び予測地点 

予測地域は、対象事業実施区域の近傍の範囲とし、予測地点は対象事業実施区域の敷地境界及び

近傍に位置する家屋等 3箇所（現地調査地点：№2～4）とした。 

 

 予測方法 

拡散式 

予測式は、「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」（平成 12 年 12 月 公害研究対策センター）

に示される大気拡散計算式（プルーム式及びパフ式）を用いた。 

大気拡散計算式は以下のとおりである。 

 

プルーム式(有風時：風速 1m/s 以上) 

 

 

ここで、 

Ｃ(Ｒ，z)：予測地点における濃度(ppm 又は mg/m3) 

Ｑp：点煙源強度(Nm3/s 又は kg/s) 

ｕ：風速(m/s) 

Ｈe：有効煙突高(m) 

σy：水平(y)方向の拡散パラメータ(m) 

σz：鉛直(z)方向の拡散パラメータ(m) 

ｘ：風向に沿った風下距離(m) 

ｙ：ｘ軸に直角な水平距離(m) 

ｚ：ｘ軸に直角な鉛直距離(m)(ｚ＝1.5m) 

Ｒ：点煙源と予測地点の水平距離(m) 

 

パフ式(弱風時：1.0m/s＞風速≧0.5m/s) 

ここで、 

α：水平方向の拡散パラメータ 

γ：鉛直方向の拡散パラメータ 

その他：プルーム式で示したとおり 
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パフ式(無風時：0.5m/s＞風速) 

 

ここで、 

α：水平方向の拡散パラメータ 

γ：鉛直方向の拡散パラメータ 

その他：プルーム式で示したとおり 

 

拡散パラメータ 

拡散パラメータは、有風時は、表 7-1-2.4 に示す Pasquill-Gifford 図の近似式から算出した。

弱風・無風時の拡散パラメータは表 7-1-2.5 に示すとおり設定した。 

 

表 7-1-2.4 Pasquill-Gifford 図の近似関係 

σy(x)＝γy・xαy                    σz(x)＝γz・xαz 

安定度 αy γy 
風下距離

(m) 

 
 

安定度 αz γz 風下距離(m) 

A 
0.901 0.426 0～1,000 

A 

1.122 0.0800 0～300 

0.851 0.602 1,000～ 1.514 0.00855 300～500 

B 
0.914 0.282 0～1,000 2.109 0.000212 500～ 

0.865 0.396 1,000～ 
B 

0.964 0.1272 0～500 

C 
0.924 0.1772 0～1,000 1.094 0.0570 500～ 

0.885 0.232 1,000～ C 0.918 0.1068 0～ 

D 
0.929 0.1107 0～1,000 

D 

0.826 0.1046 0～1,000 

0.889 0.1467 1,000～ 0.632 0.400 1,000～10,000 

E 
0.921 0.0864 0～1,000 0.555 0.811 10,000～ 

0.897 0.1019 1,000～ 

E 

0.788 0.0928 0～1,000 

F 
0.929 0.0554 0～1,000 0.565 0.433 1,000～10,000 

0.889 0.0733 1,000～ 0.415 1.732 10,000～ 

G 
0.921 0.0380 0～1,000 

F 

0.784 0.0621 0～1,000 

0.896 0.0452 1,000～ 0.526 0.370 1,000～10,000 

 

0.323 2.41 10,000～ 

G 

0.794 0.0373 0～1,000 

0.637 0.1105 1,000～2,000 

0.431 0.529 2,000～10,000 

0.222 3.62 10,000～ 

出典：「窒素酸化物総量規制マニュアル［新版］」（平成 12 年公害研究対策センター） 
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表 7-1-2.5 弱風時及び無風時における拡散パラメータ 

安定度 
弱風時 無風時 

α γ α γ 
A 0.748 1.569 0.948 1.569 

A－B 0.659 0.862 0.859 0.862 

B 0.581 0.474 0.781 0.474 

B－C 0.502 0.314 0.702 0.314 

C 0.435 0.208 0.635 0.208 

C－D 0.342 0.153 0.542 0.153 

D 0.270 0.113 0.470 0.113 

E 0.239 0.067 0.439 0.067 

F 0.239 0.048 0.439 0.048 

G 0.239 0.029 0.439 0.029 

出典：「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」（平成 12 年 12 月、公害研究対策センター 

 

重合計算 

年平均濃度の予測は、風向、風速及び大気安定度別の出現率に大気拡散式により求めた濃度を乗

じて、次式の重合計算を行うことにより算出した。 

 

C�= C� � � 𝑖𝑖𝑖 𝑖𝑖 𝑖𝑃𝑃
𝑖 𝑖

𝑁𝑁
𝑖 𝑖

𝑀𝑀
𝑖𝑖 ∙ f𝑖𝑖𝑖 𝑖𝑖 𝑖+ C′� 𝑖 𝑖∙ f𝑖 𝑖𝑃𝑃

𝑖 𝑖  

ここで、 C� ：年平均値 C ：有風時及び弱風時の 1時間値の濃度（ppm または mg/m3） C′ ：無風時の 1時間値の濃度（ppm または mg/m3） f ：出現率 𝑖𝑖, 𝑗𝑗, 𝑘𝑘 ：風向、風速階級及び大気安定度 M, N, P：風向分類数、風速階級数及び大気安定度分類数 

 

NOx 変換式 

窒素酸化物（NOx）から二酸化窒素（NO2）への変換式は、表 7-1-2.6 に示す対象事業実施区域周

辺の大気汚染常時監視測定局（松阪第五小学校局）の平成 23 年度から令和 2年度の 10 年間の年平

均測定データを用い、窒素酸化物濃度と二酸化窒素濃度の年平均値を回帰分析（図 7-1-2.2 参照）

して得られた回帰式を用いた。 

 

 

[NO2]＝0.7986×[NOx]0.9897 

ここで、 

[NO2]：バックグラウンド濃度を含む二酸化窒素濃度（ppm） 

[NOx]：バックグラウンド濃度を含む窒素酸化物濃度（ppm） 

 

  




